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あそびと環境
－２９年度の環境教育センターの活動より

環境教育センター担当　　野 村 宗 嗣

はじめに
昨年度より、環境教育センターでは、学内の自

然豊かな環境を利用し、子どもたちの心とからだ
を育む「あそび」の実践を進めています。
学内の自然豊かな環境を子どもたちの遊び場と

して活用し、「遊んで、遊んで、遊びつくそう」
というものです。「春・夏・秋・冬と、四季折々
に学内にある環境で、子どもたちが遊ぶ。学生も
遊ぶ。先生も遊ぶ。みんなで遊ぶ。」というのが、
活動の目指すところです。
どんな「あそび」をしたのかというと、芋ほり、

段ボールすべり、凧あげです。凧は、ビニール凧
をつくって、大空にとばしました。

1、「あそび」の内容
１）芋ほり
本校の研究関係校（園）の園児さんとともに、

大学農場にて芋ほりをしました。大学農場での芋
ほりは、芋が掘りやすいように事前にツルは切っ
てはいません。ツルの切っていない芋ほりは、豪
快です。芋のツルを引っ張ると、ゾロゾロと芋が
つらなって、地面から這い出てきます。「芋ずる
式」です。観光農場の芋ほりでは、みることの少
ない光景だと思います。ゾロゾロと湧き出るよう
に生まれてくる芋は、子どもたちに、驚きと歓声
を引き出します。それと大学の農場だけに、いろ
んな種類のお芋さんが顔を見せてくれます。それ
は大学の農場なので、芋の発育等の研究のため、
芋を栽培しているからです。形が違うのは当たり
前ですが、お芋の定番の赤茶けた色だけでなく、
ベージュや白いお芋さんが、土中からどんどん顔
を見せてくれます。広いひろい芋畑から、形や色
の違ったお芋さんが、ゾロゾロとツルに引っ付い
て顔を見せてくれます。園児さんの顔の大きさぐ
らい大きなお芋さんが出てきてビックリの場面を
想像してみて下さい。とびぬけて大きなお芋さん

にであったら、「でっかい」「メガ」なんて言葉が
子どもたちから出てきたりします。
ツルを引っ張たり、土から出てきたお芋さんを

カゴに運んだりという「からだの動き」だけでな
く、芋ほりを通して子どもたちは、「見たり触れ
たり歓声をあげたり、友達に声かけたり」と、か
らだの全部をつかって遊びます。
そんなこともあって、芋ほりを「あそび」の実

践事例のひとつとして、まずは紹介させてもらい
ました。来年度は、落ち葉を集めて焼き芋にも挑
戦したいと思います。火をつかうということでは
安全ということも含めて、しっかりとした計画が
必要なところです。

２）段ボールすべり
近年は、河川敷の環境もかわり、土手がコンク

リートになり草なんかが生えてなくて、段ボール
で斜面すべりをする機会等はなくなった様子で
す。時代が昭和だった頃は、子どもたちは草がほ
どよく茂った土手の斜面で、段ボールすべりをよ
くしたものです。すべりの悪い場所では、思い切
り姿勢を後ろにたおしてスピードを出やすくした
り、スピードのでやすい傾斜のところを探して、
スリルとスピードを楽しんだりしたものです。少
し長めの斜面を選んで、からだをくねらせてカー
ブで滑ってみるといった様子でもあったと思いま
す。面白くて斜面を息を切らせて繰り返しのぼっ
たという記憶が、昭和生まれの人には結構いるか
と思います。
そんな段ボールすべりの記憶から、子どもたち

には、からだを存分につかって遊んでもらえたら
という思いから、大学校内の芝生の斜面を遊び場
所にして、段ボールすべりを行いました。大学校
内には、芝生の斜面がいくつかあるけれど、子ど
もたちのお気に入りは、ちょっと急なスリルとス
ピードが体験できる本館横の雨だまりの芝生の斜
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面です。子どもたちは急な斜面をどんどんのぼ
り、すべってはまたのぼっていきます。すべって
降りてくるお友達を目で追いながら、うまくから
だをかわして斜面をのぼっては、またすべり降り
ていきます。見て考えて動いて、それが素早い動
きとなって実現する様が、繰り返されます。斜面
で転んだ時も芝生なので安心ということもありま
すが、転んだときはころころと斜面に身をゆだね
る子どももあって、子どもたちのからだの柔軟さ
や運動能力の高さに、大人たちは目をみはるとい
うところです。子どもは自分のからだも遊び道具
にしてしまうといったことも聞きますが、自分の
からだで動いて遊んで、より柔軟なよりたくまし
いからだを自分自身でつくっていくのだと考えま
す。からだを存分につかって活動する中で、機敏
さやしなやかさも磨かれていく様子です。
うまくすべれると、「せんせい、見て見て！」

と声かけて来たり、「いっしょにすべろう！」と
友達をさそったりする子どもたちの姿もみること
ができます。地形や周りの様子を見ながら、自分
のすべり方を探求している子どもたちの様子を
しっかりと見ることのできた段ボールすべりでし
た。

３）凧あげ
凧あげは、作ったもので遊ぶという設定で行い

ました。作って遊ぶといった設定は、子どもたち
に活動の見通しや活動への意欲が育れると考えま
す。
どのようなものを作ったかというと、ナイロン

に竹ひご二本の簡単な凧です。竹ひごはテープで
止めるので、結構細かな指先の機能も要求されま
すが、全員が自分の力で製作ができました。思い
思いの絵や文字で子どもたちは飾りつけもしまし
た。
凧あげの実際の場面では、短くタコ糸を手に持

ち、グランドを走り回る子どもたちが結構な数に
なりました。それも疲れ知らずです。結構という
か長い時間、凧をなびかせ走り回る子どもたちの
姿をみることができました。風になびく凧の様子
が面白いのか、走ることに爽快感があるのか、子
どもたちは疲れ知らずに走るという様子でした。

凧の大空への飛ばせ方ということでは、見本を
見せると、子どもたちは集まってきます。そして
自分でも挑戦し、凧に風がはらむように凧の状況
をしっかり目で追いながらタコ糸を持つ手を上下
左右にうまく操作することで、凧が大空に舞い
上っていくことを知っていきます。はじめはうま
くいかなくても、徐々に指先と自分の目で、凧が
風をはらみ大空に引っ張られていく感じをつかみ
ます。かっこよく凧あげをしている友達の真似を
したり、自分でも工夫したりしながら、遊びをマ
スターしていく。その中で成就感や達成感という
もの得ていくのだと思います。

2、あそびと環境　
遊び場所の減少や、「あそび」の内容が変わっ

てきたこともあり、からだをつかって思い切り遊
ぶことが少なくなってきているといわれます。昔
といっても少し前の昭和の時代には、ちょっとし
た空き地や路地でからだをつかって遊ぶ「あそび」
がされていたと思います。遊びの中で身につけた
身のこなしや運動能力で、危険から回避する力も
つけていったと考えます。現代においても、状況
に応じた、それこそ自分の安全を担保できるだけ
の運動能力の育成が必要となってきています。状
況を配慮できるだけの自分を取り巻く環境を把握
する力や、状況に対処できる力を身につけていく
必要があると考えます。もちろん遊びの目的は、
楽しく遊ぶことです。楽しく遊ぶ中で、子どもた
ちが身につく力はたくさんあると考えます。
環境教育といった観点から、実践事例を通して、

活動を支える環境づくりや環境を利用して育むこ
とのできる子どもたちの力とはどういうものなの
かを考えてきました。今後も、環境づくりの在り
方や環境を利用した「あそび」を実践していくこ
とで、子どもたちの育みをよりいっそう促してい
ければと考えています。

おわりに
来年度からは、春の遊びとして、校内にある自

然環境の中に春の恵みや芽生えを探すような学校
を探検する活動や、春の心地よい季節に校内の森
の中で鬼ごっこ等の活動ができればと考えていま
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す。そして夏には、小高い丘の芝生の長い傾斜を
利用して、水をつかってのスライダー遊びができ
ればと考えます。もちろん秋には芋ほり、冬には
凧あげですが、もっともっと季節を満喫できるよ
うな遊びを開拓してもよいと考えます。
子どもたちが四季の季節を感じながら、思い切

りからだをつかって、「遊んで遊んで遊びぬく」、
そんな遊びの環境の中で、子どもたちが心とから
だを育んでいってくれればと思います。
それと、遊びの支援にきてくれた学生諸君に

は、活動への参加を通して、子どもの成長や子ど
もの内にいっぱい秘められた可能性というものを
肌で感じてもらうことができたらと考えます。活
動への参加を通して、子どもたちのからだと心の
成長を共感できる力を身につけてくれればと考え
ます。子どもたちと共感する喜びは、学生諸君の
今後の成長の糧になっていくと考えます。


